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産業革命／ワットの開
発した蒸気機関などで
工業化が進む。

1894 明੘27ফ 日஬戦争 ਨ౔ແ三
୙・ঌスト༳のသു

1895 明੘28ফ 下関条約・日本の産業
革命が進む 三国干渉

ヴィルヘルム・レントゲン（ドイॶ物৶学者）
 真空放電（陰極線）の実験中、暗闇の中に陰極線管の発光以外
の৯にৄえない光が発せられることを発ৄ。ዓ光を発する化学物
質を࿗った紙に反応する৯にৄえないその光は陰極線が૴れた時
にその管から放射されたものであるが、正体がかわからなかった
ため数学の未知の数をあらわす「X」の文字を使い仮の名前とし
て「X線」と呼んだ。1901ফにＸ線の研究でノーベル物৶学賞
（第1回）を受賞。

レントゲン写真
非破壊検査など

1896 明੘29ফ

ベクレル（フランス物৶学者）
 遮光紙に包んだ写真乾板の上に十字架の形をした文鎮とウラン
化合物の結晶を置き、後日写真乾板を現像したところ、乾板に十
字架の形が写っていたことから、Ｘ線と同じようなཽにৄえない
光線（放射線）がウランから出ていることを発ৄ。

ベクレル＝放射性
物質の放射能の強
さと୤をあらわす

単位

マリー・キュリー（フランス化学者）
 ウラン化合物からでる放射線の強さを測定し、強さはウランの
୤にૻ୻することを示した。
ラザフォード（イギリス物৶学者）
 ウランから放射されるものが1種類以上あることを発ৄ。質୤
が大きく正の電荷をもつ放射線をアルファー線、軽くて負の電荷
をもつ放射線をベータ線と呼んだ。

原子の構造

1898 明੘31ফ ಂவၷ・஧በ༳発ৄ

マリー・キュリー（フランス化学者）
 ウラン鉱石から放射性元素「ポロニウム」を取り出すことに成
功。さらに、ウランやポロニウムより放射線より強い放射能を持
つ「ラジウム」という物質を取り出すことにも成功。
ヴィラード（フランス物৶学者）
 ჌石に୶஭を受ऐない放射線を発ৄ。්ૌ性が強いこの放射線
をガンマ線と呼んだ。

原子の構造

クルックス（イギリス物৶学者）
 ウラン化合物の研究から、ウランは放射線を出すうちに強い放
射能を持つ他の種類の原子に変換されると考え、放射能は原子が
他の原子に変化することの現象であることを示唆した。

放射性崩壊

1901 明੘34ফ 八幡製鉄所開業

1902 明੘35ফ 日英同盟
ソディー（イギリス化学者・ラザフォードの助手）
ウランとトリウムの放射能の変化を追跡し、ふたつの元素が放射
性崩壊することを実証。

放射性崩壊

1903 明੘36ফ ライト฼๧がఄষ機を
開発

ベクレル（フランス物৶学者）
 放射線の発ৄでノーベル物৶学賞を受賞

1904 明੘37ফ 日່戦争 シベリア鉄道開通

1907 明੘40ফ
ボルトウッド（アメリカ化学者）
ウラン鉱石の中にある鉛の୤とウランの崩壊ச২から、放射性物
質によるফ代測定ができることを੐తした。

ফ代測定
(ウラン - 鉛法)

1908 明੘41ফ
池田菊苗・昆布のうま
௡৹௡મ「௡の素」の
製法特許を取得

ガイガー（イギリス物・ラザフォードの助手）
放射性物質が放射するৈエネルギーの၄子で放射線を検出し、੶
録する装置を発明。

放射線測定器
(ガイガーカウン

ター)

明੘30ফ

明੘33ফ

19世紀後半から放射線に関する研究が本格化し、それらは現在の私たちの生活を支える技術の基礎となっています。
້ٛ౦の৖分は৿઺のఃৃ人物です。ٜ
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1909 明੘42ফ ピアリー・ਨ極点到達

1910 明੘43ফ 野口英世・梅毒スピロ
ヘータの証明

1911 明੘44ফ アムンゼン・南極点到
達

チャールズ・ウィルソン（ス॥ットランド物৶学者）
૵೸ก୑によって生じた霧をਹ৷して放射線のఄ跡を෿ཽで௴௄
できる「霧箱」を開発。1927ফにノーベル物৶学賞を受賞。

霧箱

1912 大正1ফ タイタニックಀ຿ྷ
ラウエ（ドイॶ物৶学者）
 ᆼ化຋鉛にＸ線を通ૌさせる実験をষい、写真ගに回析像を੶
録することに成功。Ｘ線により結晶（物質）の微細構造を分析。

X線解析

1913 大正2ফ ソディー（イギリス化学者）
放射性同位体の໪୛を提唱する。ڭڮڵڭফにノーベル賞を受賞

1914 大正3ফ 第一次世界大戦
パナマ運河開通

ハーキンズ（アメリカ化学者）
 水素の原子核ڰ個からヘリウムの原子核ڭ個を作るとき大୤の
エネルギーが出ることを考える。

核融合技術

1917 大正6ফ ロシア革命

1919 大正8ফ

ラザフォード（イギリス物৶学者）
 ヘリウム原子核（アルファー၄子）とᄚ素原子核をੌा合わせ
水素原子核（陽子）と酸素原子核を作り出すことに成功。初めて
人間の手による原子核反応を引き起こした。

1923 大正12ফ 関東大震災
1929 ೣਮ4ফ 世界恐慌

1932 ೣਮ7ফ チャドウィック（イギリス）
中性子を発ৄ 原子ৡ発電

デンプスター（アメリカ物৶学者）
 ウラン-235を発ৄ 原子ৡ発電

ヘヴェシー（ハンガリー化学者）
 生物学の研究で放射線元素をਹ৷。

1939 ೣਮ14ফ

ジラード（ハンガリー物৶学者）
 1個の中性子が原子核を崩壊させるとき、2個の中性子を生じ、
その中性子が次の原子核を崩壊させる連鎖を通してก大な୤のエ
ネルギーとなる核連鎖反応の考えを示し、特許を取った。

原子炉・
原子ৡ発電

1940 ೣਮ15ফ 日独伊三国同盟

1942 ೣਮ17ফ シカ०大学で原子炉৔の核反応を਑౪することに成功し、原子ৡ
時代の始まりとなる。

原子炉・
原子ৡ発電

1945 ೣਮ20ফ 太平洋戦争終結 第二次世界大戦終結

1947 ೣਮ22ফ
リピー（アメリカ化学者）
生きていた೘物の఩ጱにஅまれている炭素-14の෯২を測定する
ことでそれが死んでからの時間を決定することをおこなった。

ফ代測定法
(炭素-14法)

1949 ೣਮ24ফ
湯川秀樹ノーベル賞受
賞(原子の構造について
の発ৄ)

1951 ೣਮ26ফ

アメリカの国য়原子炉
研究所（現アイダホ国
য়研究所）で世界初の
原子ৡ発電

1953 ೣਮ28ফ

国連総会にてアイゼン
ハワー৪国大ଁ୩「平
ਮのための原子ৡ」౰
説

クリック（イギリス物৶学者）ワトソン（アメリカ生化学者）
DNAのX線回析写真から二重らせん構造を提唱した。

1957 ೣਮ32ফ
茨城県東海村にて日本
ਈ初の原子炉がಏ界。
1970ফまで༎৿。

原子ৡの平ਮਹ৷をയ
進する国際機関として
“ＩＡＥＡ”（国際原子
ৡ機関）発ଌ。

出展：
「アイザック・アシঔフのఐ学と発ৄのফ਀」৵৛෵太・୽ູ೗ ુ๨ ீఒઙૄ会঺（平成8ফ3া）
「ਈৗ ৶ఐ೶༮ 東਎੃ග」ଘਣછ૲（平成17ফ12া）

ೣਮ10ফ1935
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世
紀


